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　2020年9月末、当センターのアドバイザーを務める沖大幹
さん、古賀邦雄さん、陣内秀信さん、鳥越皓之さんにお集まり
いただき、機関誌『水の文化』の特集テーマやセンター活動
について意見交換しました。
　皆さんとお話しするなかで、「機関誌のなかに、ホッと一息
つけるような和みのページがあったらいいね」というアドバイ
スをいただきました。
　そこで、新連載「水の余

よ わ
話」が生まれ、まずはアドバイザー

の皆さんが自らリレーコラムをご執筆くださることになりまし
た。記念すべき第1回目は鳥越さんにお願いしました。次回は
どなたになるのか？ ご期待ください！

　機関誌『水の文化』の連載「水の文化書誌」の執筆者で、当
センターのアドバイザーでもある古賀邦雄さんは「古賀河川図
書館」を主宰しています（現在は調査・相談のレファレンスに対応）。
　2020年（令和2）3月2日、所蔵していた河川、湖沼、水の書
籍およそ1万冊を久留米大学御

み い
井図書館に寄贈。御井図書

館内に「古賀邦雄河川文庫」が開設されました。
　そして2020年11月1日より、整理が完了した4000冊が
久留米大学御井図書館ホームページから検索できるように
なりました。残りの蔵書の整理にはあと1年ほどかかるようで
すが、新刊書、古書も追加で寄贈し、随時検索可能にしていく
そうです。
　ただし、少なくとも2021年3月末日まで新型コロナウイル
ス感染症拡大を防ぐため、学外の方は御井図書館を利用で
きませんのでご注意ください（利用再開時期は未定）。まずは書
籍の検索にご利用いただければと思います。
　古賀さんは「日本一の河川図書館を目指します。書物の寄
贈などにぜひご協力ください」と話しています。

［文献検索の方法］

❶インターネットで「久留米
大学御井図書館」を検索

❷久留米大学御井図書館の
ホームページの項目「図書・
雑誌を図書館で探す」の1行
目「OPAC（蔵書検索）」をク
リック

❸通常検索のところに項目を
記入。例えば「利根川」と打
ち込むと135件がヒットする。

「筑後川」で97件、「ダム工
事誌」で49件

❹所蔵欄に「古賀邦雄河川
文庫」と記された図書が古
賀河川文庫の蔵書

http://www.mii.kurume-u.ac.jp/miilib/

機関誌『水の文化』制作について
　ミツカン水の文化センターで発行しております機関誌『水の文化』66号につ
きましては、感染防止対策を徹底しつつ取材活動を行ないました。取材先の皆
さまには、顔写真撮影に関してマスクを外していただくなどのご協力をお願いい
たしました。この場をお借りして御礼申し上げます。

　また、ご好評いただいております連載「食の風土記」「魅力づくりの教え」
「Go! Go! 109水系」はやむを得ず休載といたしました。
　67号以降も感染防止対策を徹底したうえで、機関誌『水の文化』を制作して
まいります。

センター活動報告

アドバイザーとの意見交換から誕生した
連載コラム「水の余話」

「古賀河川図書館」の蔵書の一部が
久留米大学御井図書館HPから
検索できるようになりました！

お集まりいただいたミツカン東京ヘッドオフィス付近を日本橋川から望む。
ここはかつて、船で酒粕酢を江戸まで運んだ荷揚げ場所であった

往時の古賀河川図書館

蔵書検索ページ
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 20年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ
りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。
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水の文化 第66号
ホームページアドレス
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※禁無断転載複写転売

『水の文化』66号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form66.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-3568-4025
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp


